
歳入
（入るお金）

依存財源

自主財源

国庫支出金（国の補助金など）
20億6091万円 10.6％

その他
3億220万円 1.5％

県支出金（県の補助金など）
10億9636万円 5.7％

地方消費税交付金（国からの交付金）
9億2000万円 4.7％

町債（借金）
5億1400万円 2.6％

町税
85億6790万円
44.2％

寄附金
（ふるさと寄附金等）
28億16万円
14.5％繰入金

（貯金をくずして支払いに充てるお金）
17億8562万円　9.2％

［町税内訳］
個人町民税 25億3200万円
法人町民税 5億8900万円
固定資産税 47億4800万円
都市計画税 3億1700万円
軽自動車税 1億1760万円
たばこ税 2億6200万円
入湯税 230万円

自主財源
143億6773万円
74.2％

依存財源
50億3227万円
25.8％

義務的経費
76億2102万円
39.2％

投資的経費
23億7129万円
12.3％

その他経費
94億769万円
48.5％

町民税、固定資産税、寄附
金などの独自に確保できる
収入

国・県などの補助金、交付
金や町債など

人件費、扶助費など、義務
づけられている経費

普通建設事業費と、災害復
旧費で、固定的な資本の形
成に向けられる経費

歳出
（使うお金）

人件費
（職員の給与・手当など）
41億7846万円
21.5％

扶助費
（児童手当・福祉関係手当など）
29億6030万円
15.2％

物件費
（施設維持管理経費など）
48億3198万円
24.9％

補助費等
（各種団体への補助金等）
22億8131万円
11.8％

予備費 3000万円 0.2％

積立金 1546万円 0.1％

貸付金 9000万円 0.4％
投資・出資金
2億3826万円
1.2％

維持補修費
8億3317万円
4.3％

繰出金
10億8751万円
5.6％

普通建設事業費
23億6337万円
12.2％災害復旧費

792万円 0.1％

公債費（借金返済金）
4億8226万円
2.5％

義務的
経費

その他
経費

投資的
経費

一般会計当初予算額の推移

予
算
額

令和元年

164.6億円

176.6億円

180.2億円

194.0億円

令和2年 令和3年 令和4年

一般会計予算額の内訳

財産収入
1517万円 0.1％

分担金及び負担金
6858万円 0.4%

使用料及び手数料
2億1828万円 1.1%

繰越金 3億円 1.5％

諸収入
6億1202万円 3.2％

地方譲与税
1億3880万円 0.7％

町民税、固定資産税、寄附
金などの独自に確保できる
収入

国・県などの補助金、交付
金や町債など

普通建設事業費と、災害復
旧費で、固定的な資本の形
成に向けられる経費

人件費、扶助費など、義務
づけられている経費

令和4年度　当初予算

明日のため、次世代のために、過去 　最大の予算
　３月議会では、令和４年度当初予算を審議するため予算特別委員会
を設置しました。一般会計、特別会計、公営企業会計を慎重に審議し、
原案どおり可決しました。

予算の概要●４ページ　注目事業●６ページ 予算審議●８ページ
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一般会計194億円

明日のため、次世代のために、過去 　最大の予算
　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
１
９

４
億
円
で
、
対
前
年
度
比
13
億
８
０
０
０

万
円
の
増
額
で
、
６
特
別
会
計
と
、
２
公

営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て
、
２
９
６
億
９

３
２
１
万
円
と
な
り
、
過
去
最
大
の
予
算

総
額
と
な
っ
た
。

　

歳
入
全
体
の
44
・
２
％
を
占
め
る
町
民

税
の
総
額
は
85
億
６
７
９
０
万
円
で
、
前

年
度
比
６
億
１
７
４
０
万
円
の
増
額
。
こ

の
要
因
は
、
個
人
町
民
税
、
法
人
町
民
税

と
も
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
業
績
回
復
を
見

込
ん
で
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、
前
年
と
同
額
の

28
億
16
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
費
負
担
金
の
増
、

保
育
所
等
整
備
交
付
金
の
皆
増
に
よ
り
、

前
年
度
比
１
億
１
６
３
２
万
円
増
額
。

　

町
債
は
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
に
１
億
４
０
０
万
円
、
役
場
庁

舎
非
常
用
発
電
機
整
備
事
業
に
８
０
０
０

万
円
、
道
路
改
築
事
業
に
９
５
０
０
万
円

な
ど
前
年
度
比
９
８
０
０
万
円
増
の
総
額

５
億
１
４
０
０
万
円
と
し
た
。

　

主
な
歳
出
は
、注
目
事
業
で
紹
介
す
る
。

会　計　区　分 予　算　額 前年度比（％） 採 決 の 状 況
一般会計 194億0000万円 7.7 反対３：賛成11で可決

特別会計

土地取得 10億7499万円 263.3 全員賛成で可決
国民健康保険 33億6278万円 2.8 反対１：賛成13で可決
後期高齢者医療 5億9140万円 13.3 反対１：賛成13で可決
介護保険 22億0118万円 3.5 反対１：賛成13で可決
幸田駅前土地区画整理事業 9233万円 ▲56.2 全員賛成で可決
農業集落排水事業 3億7886万円 1.4 全員賛成で可決

水道事業会計
収益的支出 7億8660万円 2.1

全員賛成で可決
資本的支出 4億5881万円 11.1

下水道事業会計
収益的支出 7億1919万円 5.7

全員賛成で可決
資本的支出 6億2707万円 45.2

合　　　　　計 296億9321万円 9.5

■各会計別の当初予算と採決状況

　

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
成
長
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、
各
種
事

業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
予
算
が
編
成
さ
れ
て
い
る
。

　

町
民
の
命
と
暮
し
を
守
り
、
確
か
な
成
長
実
現
の
た
め
に
、
産

業
振
興
、
環
境
、
健
康
福
祉
、
教
育
文
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
配
慮
さ
れ
た
必
要
な
予
算
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、賛
成
す
る
。

　

国
等
へ
の
派
遣
職
員
は
５
年
前
の
３
人
か
ら
10
人
に
増
え
、
う

ち
人
件
費
町
負
担
は
７
人
だ
。
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
藤
田
直
行
タ

ク
シ
ー
な
ど
は
必
要
性
さ
え
疑
問
だ
。
昨
年
、
３
件
の
借
地
契
約

解
消
に
伴
い
、
代
替
え
施
設
等
で
４
億
円
以
上
を
支
出
し
た
。
借

地
解
消
へ
の
取
り
組
み
の
な
い
予
算
に
は
反
対
だ
。

　

荻
地
区
空
き
家
利
活
用
事
業
は
地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
た

と
は
思
わ
れ
な
い
こ
と
、
長
嶺
北
部
地
区
福
祉
医
療
ゾ
ー
ン
事
業

は
適
地
か
、
第
四
次
総
合
計
画
で
、
野
場
大
日
蔭
地
域
に
福
祉
医

療
構
想
が
あ
っ
た
。
再
検
討
し
た
か
。
ま
た
、
財
政
支
出
状
況
も

不
明
で
あ
る
。
予
算
か
ら
削
除
し
、
再
度
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

財
政
規
模
以
上
の
過
大
開
発
投
資
に
反
対
す
る
。
長
嶺
福
祉
医

療
ゾ
ー
ン
は
28
億
４
０
０
０
万
円
以
上
も
か
か
り
、
用
地
も
縮
小
。

荻
の
空
き
家
利
活
用
は
住
民
合
意
が
原
則
で
あ
り
見
直
し
を
。
ス

ー
パ
ー
シ
テ
ィ
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
は
個
人
情
報
保
護
や
情
報
漏

え
い
の
危
険
が
懸
念
さ
れ
る
。
住
民
福
祉
の
増
進
を
求
め
る
。

町
民
の
命
と
暮
し
を
守
る
積
極
予
算

都
築 

幸
夫 

議
員

借
地
解
消
こ
そ
最
優
先
す
べ
き
課
題

伊
澤 

伸
一 

議
員

過
大
開
発
投
資
は
見
直
し
を丸

山 

千
代
子 

議
員

町
有
地
大
日
蔭
の
使
用
検
討
し
た
か

稲
吉 

照
夫 

議
員
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